
叛、‘‘こ �H’〝 ��隠 ：1． Je・プ ��I ��『． 

；！ ��‾●古書事‘ �l ��蹴・・ 

。蟄∴〕－ 」∴ ��認iい．． �grヽ。 � � � 

ヽ●ltl嶋、「、 宣案∴ゝ∴ �註吏重量 ��′ 

8H．15．11．1

“－　∫日暮－〃ill Il

・il I：言‾l

●　　－●●　ヽ　●

〇〇・青′ヽんl、tIj

i・▲　atlこちIL富野です．
●i●III）こらI：ナ；

“Hb八嶋工章〇三本健筆農工‾で
i G寄主教書寄et、裏山o輸

一一　〇いて●▼〇・

，●IO）Ilい

・′一・（h〉○○　玉章ei・7
・　ho青iないで章T

I●・｛）l（◆′1

どうで
・lh′tr’言“1

hi●か－thノ富㍑－‘ぁ裏は＿事か、小売しよす．

臆臆臆臆臆囲mt曾 88m蟹滋重量諦観鮒 

田胃話題痛麟i 　　　　1－　　－ 

’iSnLJニ －一　　　　　塁電車軍閥］ 

●
対
戦
相
手
は
遠
く
離
れ
た
高
校
に

－
　
ネ
ッ
ト
ロ
ボ
コ
ン
　
ー

全
国
に
点
在
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
参
加
校
（
本
校
、
山
梨
県

立
甲
府
工
高
、
滋
賀
県
立
八
幡
工

高
、
福
井
県
立
春
江
工
高
な
ど
）
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
T
V
会
議
シ
ス

テ
ム
で
結
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

が
会
場
と
な
り
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
（
ロ

ボ
コ
ン
）
を
行
う
と
い
う
試
み
を
電

子
情
報
科
の
生
徒
が
行
っ
て
お
り

ま
す
。現

在
、
様
々
な
ロ
ボ
コ
ン
が
全

国
各
地
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ど
れ
も
一
箇
所
の
会
場
に
集
ま
る

事
を
前
提
と
し
て
い
る
為
、
ロ
ボ

ッ
ト
の
輸
送
、
滞
在
費
な
ど
、
手

軽
に
競
技
を
行
う
た
め
に
は
問
題

が
あ
り
ま
す
。

し

か

し

、

ネ

ッ

ト

ロ

ボ

コ

ン

な

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
映
像
を
送

れ
る
設
備
さ
え
あ
れ
ば
、
す
ぐ
に

全
国
規
模
の
ロ
ボ
ッ
ト
コ
ン
テ
ス

ト
が
で
き
ま
す
。

遠
く
離
れ
て
い
つ
つ
も
同
じ
夢

を
見
る
高
校
生
達
と
の
情
報
交
換

や
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
は
、
私
達
の
や

る
気
と
興
味
を
高
ぶ
ら
せ
、
い
つ

も
通
っ
て
い
る
学
校
に
居
な
が
ら

も
、
ど
こ
か
違
う
空
間
に
い
る
よ

う
な
雰
囲
気
を
味
わ
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
新
た
な
活

用
法
を
探
り
、
広
く
社
会
に
そ
の

成
果
を
還
元
す
べ
く
全
国
の
共
同

研
究
者
と
の
邁
進
は
続
き
ま
す
。

ネ
ッ
ト
ロ
ボ
コ
ン
の
様
子

ネ
ッ
ト
ロ
ボ
コ
ン
で
使
用
す
る

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
画
面

●
パ
ソ
コ
ン
の
鬼
と
な
れ

－
　
パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
　
－

今
年
か
ら
は
じ
ま
っ
た
高
校
生

に
よ
る
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
を
競
う

コ
ン
テ
ス
ト
「
パ
ソ
コ
ン
甲
子
園
」

に
山
梨
県
内
で
は
唯
一
の
出
場
校

と
し
て
電
子
情
報
科
の
生
徒
が
そ

の
名
を
連
ね
ま
し
た
。

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

部

門

と

C

G
・
コ
ン
テ
ン
ツ
部
門
が
あ
り
、

本
校
で
は
そ
の
両
方
に
参
加
し
ま

し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
部
門
で

は
普
段
か
ら
実
習
で
学
習
し
て
い

る
C
言
語
を
駆
使
し
て
、
一
時
間

で
二
十
本
の
問
題
を
解
く
（
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
す
る
）
競
技
に
挑
戦
し

ま
し
た
。パ

ソ
コ
ン
甲
子
園
に
向
け
て
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業

ま
た
C
G
・
コ
ン
テ
ン
ツ
部
門

で
は
「
二
〇
二
〇
年
の
高
校
生
活
」

を
テ
ー
マ
に
W
E
B
コ
ン
テ
ン
ツ

を
開
発
し
ま
し
た
。
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
部
門
は
椙
し
く
も
予
選
を
突

破
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
C
G
・
コ
ン
テ
ン
ツ
部
門
で

は
予
選
に
参
加
し
た
全
国
八
十
五

チ
ー
ム
の
中
か
ら
本
選
出
場
十
五

チ
ー
ム
の
．
つ
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

十
▲
月
下
旬
の
本
選
参
加
に
向
け

て
現
在
塗
僻
の
最
終
段
階
を
迎
え

て
い
ま
す
。

の
で
、
発
表
者
と
し
て
選
ば
れ
た

生
徒
は
臆
す
る
こ
と
な
く
全
員
胸

を
張
っ
て
堂
々
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
発
表
会
は
う
ぐ
い
す

ホ
ー
ル
を
お
借
り
し
て
開
催
さ
れ
、

本
校
生
徒
・
先
生
方
だ
け
で
は
な

く
保
護
者
や
中
学
生
、
他
校
の
生

徒
も
聴
く
こ
と
が
出
来
る
体
制
を

と
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
地
域

企
業
の
事
業
主
様
や
地
元
中
学
校

の
校
長
先
生
を
招
い
て
、
講
評
を

い
た
だ
く
と
い
っ
た
地
域
と
の
連

携
を
持
っ
た
特
色
あ
る
行
事
と
な

っ
て
お
り
ま
す
。

是
非
、
今
年
度
の
発
表
会
に
は

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
課
題
研
究
発
表
会

－
　
三
年
間
の
集
大
成
　
－

本
校
の
生
徒
は
三
年
生
に
な
る

と
「
課
題
研
究
」
と
い
う
授
業
に
取

り
組
み
ま
す
。
こ
の
課
題
研
究
と

い
う
も
の
は
、
そ
れ
ま
で
学
ん
だ

専
門
学
科
に
関
す
る
課
題
を
自
ら

設
定
し
、
そ
の
課
題
の
解
決
を
図

る
学
習
を
通
し
て
、
専
門
的
な
知

識
と
技
術
の
深
化
、
総
合
化
を
図

る
と
と
も
に
、
問
題
解
決
の
能
力

や
自
発
的
、
創
造
的
な
学
習
態
度

を
養
う
こ
と
を
ね
ら
い
と
す
る
も

の
で
す
。
そ
し
て
卒
業
を
控
え
た

一
月
の
下
旬
に
、
各
学
科
・
コ
ー

ス
の
代
表
者
が
全
校
生
徒
の
前
で

大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
使
用
し
て
、

一
年
間
の
研
究
の
成
果
を
発
表
し

ま
す
。
研
究
そ
の
も
の
は
一
年
間

で
す
が
、
学
ん
だ
専
門
学
科
の
内

容
は
三
年
間
を
総
括
す
る
も
の
な

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
様
子


